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【概　要】
　本研究は、先行研究で指摘された、血縁や地縁をベースとする温州人ネットワークの役割をイタリ
アでビジネス活動を行っている温州商人のケースで追試した。事例研究を通じて、温州商人の人的
ネットワークは、彼らの海外進出の際に、出国の斡旋、仕事の紹介、起業資金の調達などの面におい
て、大きな役割を果たしていることを改めて確認することができた。
　現地において、親戚や友達の援助なしでは、片言のフランス語やイタリア語も話せない新参もの
は、フランスやイタリア社会に簡単に生き残ることができないと考えられる。
　温州商人は、同じ温州から来た同郷の労働者を雇用し、長時間に働かせ、アパレル製品のコスト削
減を図っているが、地元企業や地元住民との間に、様々なトラブルを引き起こしているのも事実であ
る。一方、従来の低価格・低品質のビジネスモデルを脱却し、「本物のイタリアブランド」を目指す新
しい動きが始まっている。
　また、温州人ネットワークへの新しいメンバーの加入が、イタリア市場における温州商人の生き残り
だけではなく、温州商人と地元住民の共存・共生にも大きな役割を果たすことになるだろう。
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カニズムについては、王春光（1999、2000a、
2000b）の方が、参考になると考えられる。
　特に、王（2000b）は、海外移民へのサポー
トという視点から、参与観察という手法で、フ
ランスのパリで活躍している温州人に関する綿
密な調査を行った。そこで明らかにされた温州
人ネットワークのメカニズムと役割は、以下の
とおりである。
①　 生産と雇用の面において、温州人ネット
ワークを通じて、温州人の不法入国者を雇
用することによって、人件費を削減するこ
とができ、安価な温州製品を量産し、結果
として、温州製品の競争力が向上した。
②　 温州製品がユーロからの輸入禁止、販売停
止等のトラブルに遭遇した際に、例えば、
パリにある温州人商会、華僑クラブ等の温
州人ネットワークを通じて、温州商人が結
集し、共同で裁判を起こし、温州製品の合
法的地位を奪回する。
③　 パリにある温州企業の成長、発展を通じ
て、温州人のコミュニティが拡大し、「温
州人街」、「温州人タウン」を形成し、そ
れが、最終的に温州人ネットワークの再
生、拡大に繋がる。
④　 パリの温州人ネットワークは、親類にこだわ
るのではなく、パリにいる同じ温州人という
視点で、もっと広い温州人ネットワークを形
成する。また、「都市出身」、「農村出身」
という身分の差も重要ではなくなる。
　この王（2000b）の研究を手掛かりに、2000
年以降に、海外に出て行った温州商人は、いか
に温州人ネットワークを利用して、異国の社会
に住みつき、うまく商売を展開してきたのかを
追試しようと考えている。
　追試研究を通じて、現在の温州人ネットワー
クは、どういうふうに変貌を遂げているか、そ
のメカニズムと役割は、どう変化しているのか
を明らかにし、先行研究にフィードバックしな
がら、これからの実証研究の土台を作っていこ
うと考えているのが、現在の研究の問題意識と
も言えよう。
２．事例研究
　王（2000b）の研究を踏まえたうえで、イン
タビューを通じて、温州商人が、外国に移民す
る際に、温州人ネットワークがいかに関わって
きたかを明らかにすることが、ケース研究の狙
いである。
　本稿では、イタリアでビジネスを展開して
いる温州商人であるAさん家族への電話インタ
ビューを複数回に実施し、Aさんの経歴を、時
系列で簡潔にまとめると、以下の通りである1。
①　 2000年９月、Aさんは、事業の失敗で、50
万元（１元＝約16円）の借金を抱えること
になった。Aさんが住む瑞安市仙岩鎮は、
昔から、フランス華僑が数多く輩出した地
域として知られている。地元の住民は、海
外に何らかの親戚関係を持っているのが一
般的である。Aさんもその一人だった。妻
の妹夫婦が、パリでアパレルの商売をして
１Aさん家族に、2011年3月7～9日のプラート現地視察と聞き取り調査に加えて、2015年11月6日、2016年12月8日、2017年3
月18日の3回にわたり、各二時間程度で、国際電話によるインタビューを行った。
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いるのである。Aさんは、今のままでは、
巨額な借金が到底に返済できないと考え、
海外の親戚関係を利用して、フランスに行
き、人生の再スタートを切りたいと考えて
いた。
　　Aさんの話
　　 　「人生のどん底だった。一般家庭の平均
年収がまだ５～６万だった2000年当時で
は、年収の10倍の借金を返済するために
は、違法な商売をしない限り、絶対に無理
だと思う。でも、無一文で独身で外国に行
き、海外の親戚を頼って、数年後に成り金
になり、家族を連れて帰郷する人もいた。
中国では無理でも、海外に行けば、50万元
の借金もたいしたことではないと考えてい
た。ちょうど、私もパリに妹夫婦がいるの
で、絶望の中で、パリへの不法入国を思い
ついた」
②　 2000年12月に、Aさんは、妻とともに、パ
スポートを取得し、海外の温州人ネット
ワークを使って、フランス・パリへの不法
入国を計画した2。その不法入国の手助け
には、専門の請負人＝蛇頭組織の代理人が
暗躍している。当時、不法入国の手数料の
相場は、一人当たり12万元だった。すでに
50万元の負債を抱えていたAさん夫婦は、
１年後に必ず返済するという条件付きで、
親戚や友達から、苦労して30万元ほど調達
した。
　　Aさんの奥さんの話
　　 　「もともと事業経営をしていた時に、親
戚や友達から借金していたので、返済して
いないのに、さらに借りるって無理な話
だった。でも、フランスに不法入国しない
限り、今までの借金も返せないからって皆
分かっていたし、渋々にもう少しお金を貸
してくれた。親も私たちの代わりに、あっ
ちこっちに行って、10万元ほど借りてきて
くれた。やっと、夫婦二人分の出国手数料
を用意することができた。」
③　 2001年、１月19日に、蛇頭組織の代理人か
ら、Aさん夫婦は、北京発パリ経由、ユー
ゴスラビア行きの航空券を入手し、パリ空
港の警備の隙を突き、空港のトイレから脱
出し、順調にフランスに入国した。義理の
弟さんが、空港付近のホテルに迎えに来て
くれた。後日に、義理の弟がAさんの代わ
りに、代理人に不法入国手数料を手渡し
た。
　　Aさんの話
　　 　「パリ空港のトイレの窓から出て、空
調の室外機を活用して、地面に飛び降り
るという脱出計画だった。警備隊の交代
時間を事前に蛇頭組織の代理人から教え
てもらっているから、そのタイミングが
来るまで、二人でずっとトイレの近くで
待っていた。まるでアクション映画のよ
２王春光（1999）によると、フランスへ不法入国には、三つのタイプがあるという：①フランスにいる親戚や友達に、経済
担保書と招待状を出してもらい、観光目的でフランスに入国し、そのまま帰らず、不法滞在する。このやり方は、すぐフ
ランス政府に気付かれ、温州人への観光ビザ発行に歯止めがかけられた。②有料で蛇頭組織を通じて、フランスに不法入
国する。手数料として、1980年代は8万元、1990年代10万元、1999年には、12万元となっている。このやり方でフランスに
入国するのがメインである。③人数的には、少ないが、他国での旅行や商売を行い、最終的にフランスにたどり着く。フ
ランスに親戚や友達がいない人は、一般的に、このやり方で、フランスに不法入国するという。
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うなシーンを自分たちが実行するとは
思いもよらなかった。警察に見つかった
ら、終わりだと心臓が破裂しそうな思い
だった。幸い、怪我もなく、地面に飛び
降りることができて、義理の弟と合流で
きた。」
④　 Aさん夫婦は、パリに入ってから、妹さ
ん夫婦が、事前に借りてくれた家賃300
ユーロのアパートに身を隠しながら、裁
縫の仕事を紹介してもらい、自宅で朝６
時から夜12時まで、１日18時間、一日で
も早く巨額の借金を返済するために、必
死で仕事をやっていた。一日の給料は、
約100ユーロだった。裁縫の仕事は、ほと
んど、パリでアパレルの商売を営んでい
る温州人からだった。彼らは、Aさん夫
婦のような不法入国者を雇うことによっ
て、安価なアパレル製品を量産してき
た。
　　Aさんの奥さんの話
　　 　「アパートと言っても、地下１階にあ
る10㎡ぐらいの狭い部屋。ちょうどフ
ランスの真冬で、部屋の中は、当然エア
コンがなくて、ものすごく寒かった。二
段ベッドだけで夫婦二人で最低限の生活
ができていた。一番怖かったのは、外の
パトカーの音が聞こえてきた時に、フラ
ンス警察が我々を捕まえにきたのではな
いかと、ものすごく怖かった。当時、パ
リに中国の不法滞在者がたくさんいた
し、いつ捕まっても不思議ではないと思
う。」
　　Aさんの話
　　 　「裁縫の仕事は、二段ベッドの横で
やっていた。とにかく二人で必死に働い
て、疲れたらすこし休憩をとり、終わっ
たらまた働き始めるという毎日だった。
私は、裁縫の仕事に慣れるのに結構時間
かかったが、妻は、もともと得意だった
ので、最初からたくさん仕事をこなして
いた。一日ずっと働き続けて給料は一人
当たり50ユーロだったが、中国での給料
より８倍ぐらい高かったので、やる気が
あったよ。」
⑤　 来仏当初、親戚の紹介で、Aさん夫婦
は、中国政府の人権侵害などの政治的な
理由で、フランス政府に難民申請するこ
とで3、毎月に一人当たり300ユーロの支
援金がもらえると知り、現地の赤十字組
織を通じて、難民申請を行い、許可待ち
の半年の間、毎月に援助をしてもらっ
た。結局、難民の申請許可が降りなかっ
３岡村（2004）によると、西欧諸国にとっては肌の色や宗教、慣習その他の違いから同化が困難であると思われるばかりで
なく、出身国が貧しいために経済移民と同一視されてしまうようになる。それはちょうどオイルショック後の経済危機に
よる西欧諸国の移民政策の転換に重なることになった。経済発展のため意図的・積極的に移民を受け入れていた各国が､新
たな移民の受入れをやめ､不法移民を厳しく取り締まるようになった中で､難民として庇護を求める人々にも厳しい目が向
けられるようになったのである｡通常の移民手続きで西欧に入ることが事実上不可能になったために､庇護手続を使って入
国しようとする者が多数存在し､それを見分けるために認定も厳格化しなければならないとされるようになった｡1980年代
中頃には西欧における庇護申請者数は20万人を超え、1989年には31万人、92年には69万人に達した。危機を感じた各国政
府は、難民政策の焦点を「保護」から「排除と管理」へと転換した。同時に、欧州共同体の政策としての域内におけるモ
ノ、ヒト、サービス、資本の自由移動の確保のため、域内の国境による制限をなくす一方で、域外に対して統一的に対処
するための試みが進められることとなった。
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たが4、経済面でかなり助かっていたとい
う。
　　Aさんの話
　　 　「当時、「強制的な一人っ子政策で中国
政府に人権が侵害された」とか、「キリス
ト教への信仰が許されていなかった」とか
の理由で難民申請をした中国人が多かった
と思う。天安門事件以来、フランス政府
も、中国を人権無視国家として見ていたの
で、難民申請はしやすかった。難民手当を
もらうために、不法滞在している中国人
は、あれこれ嘘をついて、結果的に中国の
イメージをものすごく悪くしたと思う。当
時は仕方かなったかもしれないが、個人的
にはいけないことをしたかなと今は少し後
悔しているよ。国のイメージが悪くなる
と、自分たちも地元住民から嫌われるよう
になるし。」
⑥　 Aさん夫婦は、パリで約20か月滞在し、必
死で働いた結果、30万元の借金を返済する
ことができたという。しかし、パリには不
法滞在する温州人が多いため、フランスの
市民権は、なかなか獲得できなかった5。
苦境の中、2002年９月に転機が訪れた。イ
タリアの親戚から、その年の10月までに、
イタリアでは、工場で働いている不法滞在
者を恩釈し、雇用契約があれば、一律に市
民権を与えるという情報を入手した。それ
で、また蛇頭組織に、一人600ユーロを支
払い、イタリアへのバカンスを装い、７人
乗りのボックスカーで、イタリアのローマ
まで運んでもらった。
　　Aさんの話
　　 　「フランスで難民申請が通らなかった
し、恩赦もなかったから、結局、市民権が
得られなかった。でも、不法入国の手数料
のために借金した30万元は、約束した通り
４王春光（1999）によると、1980年代以降、フランス政府による大規模な不法移民の合法化運動は、3回にわたって行われ
た。第1回は、1981年8月から1982年6月までである。1981年3月に、社会党のミッテランが大統領に当選し、同年8月に家族
団らんという内容の移民政策を打ち出した。この期間中に、約13.2万人が合法化された。当時、まだ不法滞在の温州人が
少ないため、そのほとんどが市民権を獲得した。第2回は、1992年の移民緩和政策により、約1.2万人の温州人が、居留権を
得られたが、このごろ、不法入国で、フランスに入った温州人は非常に多いため、第1回の合法化運動より、多くの温州人
が、不法滞在のまま、残された。第3回は、1997年6月から1999年12月までの予定だったが、1999年1月まで伸びている。こ
の期間に、フランス全国で、約14万人が合法化を申請したが、1998年末に、約8万人が市民権を獲得した。そのうち、1.2万
人の華僑が申請し、約8千人が市民権を得られ、その9割以上が温州人だった。フランス内務省によると、いまだに6万～8
万の温州人が、合法化されずに残っているという。
５2002年7月に、イタリア首相・ベルルスコニーが、『イタリア新移民法』を議会に提出し、可決され、それにより、イタ
リアの移民が激増した。イタリア国家統計局によると、2005年1月1日まで、イタリア移民の数は、2003年の155万人から、
240万人に増加し、イタリア人口の4.1％を占めている。移民の理由として、仕事関連が最も多く、約150万人がその理由
で、移民を果たした。そのほかに、家族団らんという名目での移民も増えている。イタリアが新しい移民政策を打ち出し
たのは、同国が出稼ぎ労働者への需要が非常に大きいからである。特に、飲食業界や家政婦などのサービス業では、外国
籍の労働者が全体の労働者数の半分を占めている。ソ連の崩壊や東欧へのユーロ拡大もイタリアに数多くの東欧移民をも
たらした。
 イタリア内政部の提案により、2003年にイタリア政府は、69万7000人に不法滞在者に滞在許可証を与えた。滞在許可証を申
請する数ある規定の条件の一つは「現在、仕事契約書と住居契約書があり、オーナーが保証人となること」である。イタリ
アで外国人労働者を正規雇用すると、莫大な税金がかかるため、不法労働が増えている。しかし、『イタリア新移民法』が
適用された以後、不法労働が発覚した場合には、不法労働者が国外追放になるだけでなく、オーナーも多額の罰金を支払
わなくてはならなくなる。そして、不法滞在者のイタリア国民登録に付随する保険制度加入などで、イタリアが得た収益総
額は3億3000万ユーロを超えるという。（出典：冬雨（2008）、「イタリアの移民政策解読」より、筆者が翻訳した。）
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に、１年たらずで返せたので、結構うれし
かった。当時まだ50万元ほどの借金が残っ
ていたので、合法的な身分がないと、警察
の目を盗んで稼ぐのも大変だし、難民申請
が通れなかった以上、フランスから出なけ
ればいけない。そこで、イタリアにいる親
戚を頼って、法律の緩いイタリアに不法入
国をやろうと思った。」
⑦　 こうやって、2003年６月に、Aさん夫婦
は、順調にイタリアにたどりつき、ローマ
の市民権を獲得した。親戚が、フィレン
ツェにアパレルの工場を開いているため、
2006年まで二人で、その工場で合法に働い
ていた。その間、家族団らんという名目
で、2004年２月に、息子と娘をイタリアに
連れてきた。借金も少しずつ返済できて、
暮らしには余裕が出てきたという。
　　Aさんの奥さんの話
　　 　「まさかこんなに早く市民権が得られる
とは思わなかった。2000年９月から故郷を
離れて、約６年間子供に会えなかったが、
やっとイタリアに連れてくることができ
た。私たち夫婦は、フランスやイタリアに
来ても、ずっと中国人のコミュニティの中
で生活しているから、まったく言葉を覚え
られなかったが、子供たちは、イタリアの
小学校の義務教育を受けて、今はとても流
暢なイタリア語がしゃべれて、イタリア人
の友達もいる。子供には、イタリアで普通
の暮らしをしてほしい。」
⑧　 2006年、８月から、Aさん夫婦は、在イタ
リアの友人から、約３万ユーロを借りて、
自分でアパレル工場6を開き、７人の縫い
子を雇用することになった。縫い子たち
は、全員が温州出身だ。工場の仕事のほ
とんどが、Aさんの親戚や友人の方から来
ているという。春夏には、Tシャツを委託
生産し、秋冬には、コートやジャケットを
作っている。
　　Aさんの話
　　 　「2005年に中国での借金をすべて返済し
たが、2006年に小さなアパレル工場を開く
ために、今度は在イタリアの友人から３万
ユーロを借りてきた。フィレンツェには、
もともと温州人が大勢いて、皆なんらかの
形でつながっている。評判の悪い人ではな
ければ、温州人のコニュミティで商売上の
お付き合いだけではなく、お金の貸し借り
６現在、イタリアには、約20万人の華僑が滞在し、そのほとんどが温州地域の人である。少数の華僑を除けば、約8割の華
僑が、1989年以降にイタリアに入ってきた。イタリア華僑は、主に飲食業とアパレル業に従事している。2005年現在、イ
タリア各地の中国レストランは、約2600軒、そのうち、ミラノには、約400軒、ローマには、約300軒ある。イタリア北部
で、人口5000人を超える町には、必ず中国レストランがあるとっても過言ではない。レストラン経営は、大変な仕事で、
収入も決して高くないが、比較的に安定的な収入が得られる。
 アパレル業は、華僑にとって、新興産業である。この業界への参入は、1980年代末から1990年代初頭にかけてであった。
イタリアは、世界的なファッションブランドが多く、ファッション商品の発信地でもある。また、中国産のファッション
生地は、品ぞろえが豊富で、価格も安いため、華僑によって、生産されたファッション製品は、コストが低減し、競争力
も大きく向上した。
 そして、中国の移民は、アパレル製品の加工に従事している人も多い。すなわち、イタリア人によって裁断された生地
を、移民たちが縫製することである。そのほとんどが、中低級製品であるが、ブランド品も少量に含まれる。アパレル業
は、レストラン経営より初期投資が少なく（約1万5000米ドル）、利益もより高いため、華僑の新しい生業となっている。
（出典：冬雨（2008）、「イタリアの移民政策解読」より、筆者が翻訳した。）
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なども割と自由にできているのだ。出稼ぎ
労働者から工場のボスになるのは、皆の夢
でもあるし、（お金を借りる時に）理解を
得られた。」
　　Aさんの奥さんの話
　　 　「（2017年）今、フィレンツェのプラー
トでは、温州人が４万人もいて、温州人が
経営している会社が3000社もある。ここで
は、イタリア語や中国語がしゃべれなくて
も、温州の方言さえしゃべれるなら、生き
ていけるのよ。お店も、工場もみんな温州
人がやっているから、故郷の温州にいると
何の違いもないからね。」
⑨　 2013年９月から、Aさんの娘が高校を卒業
した後、そのままAさんの工場に就職し
た。イタリアで小学校３年生から９年間の
義務教育をAさんの娘は、イタリア語が使
えるため、既存の中国人コミュニティ以外
のイタリア人の会社からも、アパレルの仕
事を取ってくるようになった。Aさんの小
さな工場にビジネスの転機が訪れた。「メ
イド・イン・イタリア」のファッション製
品に憧れている中国人が多いため、フィレ
ンツェでアパレル製品を作り、中国に輸出
するだけで、大きなビジネスになったとい
う。
　　Aさんの話
　　 　「娘が入社することによって、ビジネス
の幅が本当に広がった。今まで、イタリア
人の会社とは、コミュニケーションができ
ないから、ほとんどつながりがなかった
し、関わろうとも思わなかった。でも、娘
は、イタリアで学校教育を受け、自然にイ
タリアを受け入れることができたし、イタ
リア人とビジネスをやるのも特別なことで
もないと思っている。」
　　Aさんの奥さんの話
　　 　「温州のある有名なファッション会社
は、イタリアの友人の紹介で、著名なイタ
リア人デザイナーを招聘し、斬新な製品デ
ザインを実現した。同社は、割安のイタリ
ア風高級スーツを生産販売する一方、イタ
リアの子会社で作られているベルト、革
コート、ネクタイを販売し、イタリア製品
に憧れを抱いている中国人から、現在、高
い人気を集めている。
　　 　ほとんど知られていないと思うが、わが
社も実は、あの会社の商品の一部を作って
いるのよ。ネクタイやシャツ、委託生産し
たことがある。「メイド・イン・イタリ
ア」って、実は、一部の商品は、イタリア
にいる中国人が丁寧に作っているだけのも
のかもしれない。」
３．発見事実
　先行研究でも指摘されたように、血縁や地縁
をベースとする温州人ネットワークは、温州商
人の海外進出の際に、出国の斡旋、仕事の紹
介、起業資金の調達などの面において、大きな
役割を果たしている。現地において、親戚や友
達の援助なしでは、片言のフランス語やイタリ
ア語も話せない新参ものは、フランスやイタリ
ア社会に簡単に生き残ることができないと考え
られる。それは、犯罪予防にも大きく寄与して
いる。
　温州商人は、同じ温州から来た同郷の労働者
を雇用し、長時間に働かせ、アパレル製品のコ
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スト削減を図っている。それが、結果的に、ユ
ダヤ人が独占したパリのアパレル製品の市場攻
略に貢献したと考えられる。ただし、2000年以
前と異なり、中国から労務輸出に対する規制が
緩和されたため、合法的な労働者を雇う工場が
増えるようになってきた。
　2000年以降、フランスの中・低級アパレル製
品市場における温州商人の大規模の進出が、熾
烈な価格争いを引き起こした。その結果、フラ
ンスの地元企業やユダヤ人の企業を駆逐し、時
には、地元住民とのトラブルも起こる7。価格
戦争のせいで、温州人企業の業績もかなり悪化
し、昔のようなフランス・ドリームが実現しに
くくなっていると言われている。
　その一方で、21世紀に入ってから、不法滞在
の規制が緩いと言われているイタリアへの不法
入国が増えている。本研究で取りあげたAさん
家族のケースでも、フランスでの市民権取得の
難しさから、最終的にイタリアに逃れている。
　フィレンツェ郊外のプラートに、４万人の温
州人が集って、工場やレストラン、日用品店な
どを経営し、新しい「温州人タウン」を築いて
いる。フランスと同様に、温州人のイタリア進
出は、その勤勉さと低価格を強力な武器とし
て、地元のアパレル産業を壊滅的な状態に追い
込んでいる。その結果として、温州商人による
地元企業の吸収・合併も急スピードが進んでい
る。事実上、フィレンツェの地元政府による温
州人企業の一斉財務捜査や地元商工業者による
温州人企業への反対デモの多発がその対立の激
しさを物語っている8。
　しかし、温州商人に新しい動きも始まってい
る。従来の「安かろう、悪かろう」という低価
格・低品質のビジネスモデルを脱却し、「本物
のイタリアブランド」を目指し、たどり着いた
のは、「メイド・イン・イタリア」という世界
中の人々が憧れているものである。Aさん家族
も、温州商人のブランドづくりの一部に関わっ
ているといえよう。
　また、イタリアで生まれ育ち、義務教育を受
けた温州人二世の出現により、温州人コミュニ
ティと地元コミュニティの対立を解決する兆し
も少し見えている。温州人ネットワークへの新
しいメンバーの加入が、イタリア市場における
温州商人の生き残りだけではなく、温州商人と
地元住民の共存・共生にも大きな役割を果たす
ことになるだろう。
　本研究は、科学研究費補助金（研究活動ス
７2004年の年初に、パリの住民たちが、パリの綺麗で安静な生活環境への破壊という理由で、中国商人への抗議デモを行っ
た。彼らの主張は、中国商人は、金儲けばかり考えており、トラックによる荷降ろしや商品の配送が、深夜まで行われ、
町並みも汚くなってきた。そして、パン屋さん、肉屋さん、花屋さん、バーなど、地元住民にとって、欠かせない小売店
が、次々と中国商人によって買収され、みなアパレル製品の問屋に変身していく。それによって、彼らの生活環境が一変
したという。
　しかし、最も反響が大きいのは、スペイン東南部のエルチェ（音訳）小さな町で起きた事件である。この人口20万人の町
は、スペインの製靴基地で、商才にたけた温州商人は、続々とこの町に進出し、靴の販売店を開いたり、生産会社を立ち
上げたりした。靴販売店だけで、約60店舗ある。2004年9月16日夜、地元住民が、「中国靴タウン」の店舗を石ごろで攻撃
し、温州製の靴が入ったコンテナーに放火し、約100万ユーロ相当の靴が焼かれた。そして、彼らは、消防車の消火活動を
妨害した。
　その背景には、2003年に、スペインは、中国から6910万足の靴を輸入し、その輸入額は、2.2億ユーロで、同国の靴輸入額
の半分近くを占めている。中国靴製品の氾濫や温州商人のスペインの進出は、地元の製靴産業に大きな打撃を与え、技術
水準が低く、小規模な製靴メーカーは、次々と倒産に追い込まれたという。（出典：希望編、（2005）『温州モデルの歴
史運命』、田帆著、「スペインにおける温州靴放火事件の警示」、p365‐p367。）
８「イタリアにいる温州人」http://www.sohu.com/a/109242256_447663（2017年12月17日にアクセス）
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タート支援課題番号22830123）を受けて行われ
た研究成果の一部である。支援を頂いたことに
対し、ここに厚く謝意を表する。
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